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Message from Editor Seamail Vol.12, No.4・5

編集部から

* 
この Vol. 12 ・ No.4は，昨年秋に中国・南京で開催された ISFST'99 特集です.

食会

プログラム委員長として精力的に活躍された野呂昌満先生(南山大学)には，長文の総括報告をいただきまし

た.

*** 
参加者の中からは，山本恭裕さん (NAIST) および方学芽さん (SRA) のおふたりが，それぞれ感想を寄稿して

くださいました.また，林香さん (SRA) からは，基調講演者 Richard Sta11man 氏の人柄を描いた貴重な臨行記録

をいただきました.

**** 
さて，論文ですが，分厚い(全 460ページ弱) Proceeding をそのまま復刻するのは無理なので，野呂先生にお願

いして選んでいただいたいた BestPapers 19篇を採録することにしました.

食会食1公安

Computer World China (1 999/1216 号)に掲載された Sta11man 氏のインタピュー記事を語参考までに転載しておき

ました (Page 12). 

*1公安*食会

実行委員長の伊藤昌夫さんにも執筆をお願いしたのですが，公私ともに多忙ということで，ょうやく次のよう

な「詩J が mail されてきました.

金陵

城市を超え，空がつきぬける時

路地に満ちる声，どこまでも暖かに.

夜.

花を含んだ，ふっくらした顔の娘.

露店の前.素知らぬ顔で歩く尖った男.

A 
寸.

目の前で，

チェシャ猫のように浮かんでは

消える K 氏の笑い.

とても小さなちいさな鍵を

なくしたのは

誰だったのか.

*食会食会食*
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ISFST99報告

プログラム委員会と本会議に出席して一

野呂昌満

(南山大学)

1.はじめに

今回の ISFST(intemational Symposium on Future Softｭ

wa陀 Technology) には，プログラム委員長として，そ

の設計と実現(計画と実施というべきであろうか? ) 

に関わってきた.ここでは. 1999年 8月に山西省大原

で聞いたプログラム委員会と 10月に南京古南都ホテ

ル (Nanjing Grand Hotel) で行なわれた本会議につい

て，概要を報告する.

2. プログラム委員会報告

今回は一般論文 (Full Papers) とワーキンググループ

論文 (Working Group Papers) を併せて 121 編と，数多

くの投稿があった .

これらを l 編につき 3名の査読者を割り当てて査読

を依頼した.中国から投稿された論文には中国のプロ

グラム委員2名，中国以外のプログラム委員 l 名を割

り当て，中国以外から投稿された論文には，中国以外

のプログラム委員2名，中国のプログラム委員 l 名を

割り当てた.この査読結果をもとに最終的な論文の順

位づけを行ない，中国側のプログラム委員とそれ以外

のプログラム委員で，それぞれの範鴫からほぼ同数の

論文を推薦することにした.

上の方策は，中国からの論文とそれ以外の地域から

の論文の平均的な質の差を解消するためにとったもの

である.すなわち，同様の基準で論文審査を行なう

と，中国からの論文はほとんど受理されなくなってし

まう可能性があると考え，不均衡を是正しようと考え

たのである.後知恵にはなるが，これらの配慮は近い

将来必要なくなるのではないかと，個人的には感じ

た.近年，中国の研究水準が世界のそれに追いついて

きていると感じたのがその理由である.

しかし，プログラム委員の仕事とはどういうものか

というこが，まだ中国側のプログラム委員に十分理解

されていないように思われる現状においては，なおし

ばらく以上のような配慮が必要かも知れない.余談に

なるが，論文の選定をこのように分離して行なうこと

になったので，委員会(中国以外の委員のサプグルー

プ)の司会は日本語でかまわないいとひそかに考えて

いた.しかし， Reading 大学の Jonathan Bowen 教授が

いたことに気づき，自分の早合点を恥じた私であった
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論文募集の案内を見てもらえばわかるが，著者は，

一般論文とワーキンググループ論文の別を，投稿のさ

いに指定できることになっている.基本的には，この

指定にもとづいて査読し，採録/返戻の振り分けをし

た.加えて，できるだけ多くの参加者を集めるべく，

一般論文として不採録のものも，ワーキンググループ

論文として採録可能かどうかを検討した .

以上の審査過程を経て，結果として 48編の論文を

一般論文として採用し， 39編をワーキンググループ

論文として会議録に掲載した.

論文募集の段階であらかじめ決めていたことではあ

るが，プログラムは，これまでの ISFST の構成にな

らって編成することを再度確認した.すなわち，特別

および招待講演・一般論文発表・ワーキンググループ

議論・ツール展示を配置することにした.採録論文の

決定後は，プログラム構成に関する作業は比較的円滑

に行なえた.原案を日本側のプログラム委員のサプグ

ループで作成し，全体の了解をとった.

3. 本会議報告

本会議の報告で最初に述べなければならないのは，

Keynote S peaker として招待した Richard Stallman につ

いてであろう.岸田さんいうところの「傍若無人」と

いう形容詞は絶妙であり.この言葉はまさにかれを形

容するためにあると感じた.とにかく，単にマイペー

スというだけではなく，押しつけも非常に強ければ，

面白くないと思った相手とは口はきかないと決めてい

るようだ.創造性に対する尊敬の念も人一倍なのだ

が，それ以外の基準で話す相手を決めているような気

もするのである.とにかく，文字通り傍若無人なの

だ.今回参加されなかった方は，かれに会って等身大

の Stallman を見られなかったことだけをとっても，

随分損をしたものだと考える次第である.個人的に

は，かれのようにいわゆる「無礼J な人聞は非常に好

きだ宅かれは Programming Artist なのだと勝手に形容

して納得している.

さて肝心の講演の内容だが，一言でいってしまえば

「ソフ トウェアを特定の利益団体から解放しソフ

トヴェア開発における自由"を勝ちとった」という話

である. GNU がその信条とする Copyleft や Free Softｭ

ware という概念は，ソフトウェアの開発や運用に関

わるすべての人間のソフトウェアの変更に関する自由
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(Freedom) を保証するものである.それによって得ら

れるものは，現在の著作権をたてにとった独占販売を

前提とするソフトウェアのあり方で得られるものより

もはるかに大きい，と彼は主張する. IGNU のソフ

トウェアはただで使えるから Fr田 Software や Fee­

ware と呼ばれるなんて思っていると大間違いなの

だj と，かれは伝導の旅を続けているのである.

他人の仕事に対しであれこれいうのは非常に楽なの

で，日頃はつつつしむように心がけているのである

が，今回は，それがこの原稿を書いている人間の役割

だと考えて，あえてあれこれいうことにしたい.

Richard の話を聞いて私は 「あ， 80b Dylan だ

な! J と思った.私は 80b Dylan をかつては自分の心

のなかの Hero として尊敬していたので，その外延と

して Stallman にも好感を抱いた.

80b Dylan は，次のような意味で，よくも悪くも私

の Hero であった・

l 常識と呼ばれる既成の概念を打ち壊し，良識と

呼ぶ新しい概念を提示したこと.

2. 批判するだけではなく，作曲や作詩という創作

活動を通して自分の信念を形にしてきたこと.

3. ある意味で非常に無責任なところ.

4 自分だけがかれをわかっているというマニアツ

クな気分にさせるところ.

5. 欧米崇拝の象徴的な存在.

6. 他の一流音楽家に影響を与えるだけでなく，か

れの信念や行動を理解した同じ形での後継者が自

発的に育ったこと.

7. つまり 80b Dylan は宗教家であり教祖であるこ

と.

8 ネクタイをしないところ.容姿端麗ではないと

ころ.

ここで， "8ob Dylan" という文字列を "Richard Stallｭ

man 'l と置き換え，同じく "8ob Dylan の歌"を "GNU

Software" と置き換えれば， 80b と Richard の私の心

のなかでの相似が理解できるだろう すなわち，

Richard Stallman は，次のような意味で，よくも悪く

も私がその行動 (GNU Software の開発に関することだ

けを指す)に関連して，尊敬の念を禁じ得ない対象な

のである:

l 常識と呼ばれる既成の概念を打ち壊し，良識と

呼ぶ新しい概念を提示したこと.

2. 批判するだけではなく，ソフトウェア作成と言

う創作活動を通して自分の信念を形にしてきたこ
と.

3. ある意味で非常に無責任なところ.

4. 自分だけがかれをわかっているというマニアツ

クな気分にさせるところ.

-3-

SeamaiI Vo1.12, No.4-S 

5. 欧米崇拝の象徴的な存在.

6 他のプログラマに影響を与えるだけでなく，か

れの信念や行動を理解した同じ形での後継者が自

発的に育ったこと.

7 つまり Ricahrd Stallman は宗教家であり教祖であ

ること.

8. ネクタイをしないところ.容姿端麗ではないと

ころ.

問題は，かれらが才能のある人間だということであ

る.そして，かれらがおそらく，それを認識していな

いかも知れないということである.才能があり Hero

になってしまえば，自分とそのまわりの何人かの生活

を支えることはできる.しかし Hero は，そんなにた

くさんはいらないのである.みんなが Hero になろう

とすると， Hero を支える図式が成り立たなくなり，

結果としてその信じるところが実現できなくなってし

まうという矛盾が生じる.

ひょっとしたら，かれらは，この矛盾をある段階か

ら認知していて，しかし，にもかかわらず， I どうせ

ばれやしないだろう J と無責任を決めこんでいるのか

も知れない.確信犯であるにせよ，そうで無いにせ

よ Hero を支えるには多くの賛同者がいる.

CD を出したり，コンサートをやったりと，商業主

義に乗った露出を受け止めてくれた多くのファンのお

かげで， 80b Dylan はこれまで生き抜くことができ

た.同じく，現代社会の電子システムを巧みに利用

し，無償のプログラム開発と寄付という多くの支援の

おかげで Richard Stallman すなわち GNU は生き

残ってきたのである.

私は，かれらを無責任だと批判しているのではな

い.むしろ尊敬している.この図式を理解した上で，

GNU を支えるために何ができるかを考えることが重

要だ，といっているのだ Stallman のいうように「

Linux と呼ばずに， GNU/Linux と呼び， GNU の存在

を忘れないようにする」こともひとつだろう. SRA 

などがやっているように， Free Software の運用から収

益を得て，そのいくらかを GNU に還元するのもよい

考えである.しかし，同じことで Hero は I 人でい

い.他の人間はそれを支えることを考えればいい.そ

して，支えている人間は他のことで Hero になればい

い，と私は考える.

Stallman の話はこれぐらいにして，その他気づいた

ことを書き留めておく.

一般論文発表は，かなり質の高い論文もあり，同種

の国際会議と較べても遜色のないものになってきたと

思う.特に，単なる学術会議としてではなく，ソフト

ウェア工学の実践をも視野に入れた会議としては，す

ぐれた論文が集まったと感じた.これは，年々増加す
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る投稿数の多さ，そして，玉石混請を認めるプログラ

ム委員会の寛容さという，一見矛盾したように見える

長期的視野に立った意思決定のたまものだと考えられ

る.今後も SEA では，フトウェア工学国際会議

(ICSE) やアジア環太平洋ソフトウェア工学国際会議

(APSEC)などとの協調をすすめると同時に. SEA 独

自の催しとしての ISFST の存在を，よき伝統として

守り育てて行くべきであろう.

ワーキンググループについていえば，やはり主題の

選び方がその成否を決める第ーの要因だと考えられ

る.今回は主題をあらかじめ設定することはせず，投

稿のあった論文を KJ 法よろしくグループ分けし，結

果として4つのグループを作った.私は自分の発表が

あった "Life-cycle Support" のグループに参加したのだ

が，議論の活発さという観点からは，若干疑問が残っ

た.その理由は，発表された論文の主題があまりに多

岐に渡り過ぎ，議論の焦点が定まらなかったことであ

る.今回のようなグループ編成の方法ではこうした結

果になるのも仕方がないと思われる.現在計画中のソ

フトウェアシンポジウム 2∞0では，いくつかのセッ

ションについて，あらかじめ主題を決めて発表募集を

行うことを試行している.この成否を見守り，うまく

行った場合は. ISFST でも将来この方法を採ることも

一考に値するだろう.

4. おわりに

以上，駆け足ではあるが. ISFST' 99 をその計画段

階から振り返ってみた.来年度以降解決すべき問題を

いくつか指摘して，本稿の結びとしたい.

最初の課題は，発表者の欠席 (No Show) にいかに対

処すべきかである.今回も，一般論文発表およびワー

キンググループ発表を併せて. 10件を下らない欠席

者がいた.多くは， 中国からの論文の著者の欠席であ

る.会議の権威を気にする向きもあるかも知れない

が，むしろ問題は他の出席者の志気に影響することで

ある.

欠席者の多くは論文の第一著者で学生である場合が

多い.結局，参加費を払えないのである.第二著者以

下の発表を促しでも，それが偉い先生であって英語が

駄目(!).結果として不発表ということもある.その

ような学生が発表できる能力があるのであれば，会議

参加者として正式には登録していなくても，当該セッ

ションの出席と発表だけ認めるというように，登録の

規則を柔軟に読みかえる必要があるかも知れない.

もう l つの課題は，投稿規定等の厳密化である.現

状では，他の国際会議や雑誌への二重投稿や既発表の

研究業績の再投稿は認めないと論文募集にうたってい

る.しかし，今回も APSEC'99 へ一字一句違わぬ論

文を投稿してきた著者もいた.私は APSEC のープロ
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グラム委員でしかなかったので，査読者の守秘義務か

ら，著者に投稿違反を警告するわけにもいかず困っ

た.

基本的には，このようなことは著者の個人責任に帰

する問題なので，プログラム委員会が指導をすること

ではなく，本人の自覚を待つしかないことではある.

しかし. APSEC のプロ グラム委員長と相談して，も

う少し積極的な対応をとる必要があったかも知れない

と反省している.

これに類することとして，最終原稿のページ数を厳

守させる必要性も感じた.ほとんどの著者は，査読の

さいの照会事項を参考にして，論文を書き直し，ペー

ジ制限を守ってくれたのだが.さまざまな理由によ

り，この作業を行なえない著者も出てくる.今回は，

そうした著者がいることを想定せずに，最終原稿募集

を行なった.最終原稿募集のさいに. rページ制限を

守らない場合は発表権を取り消す」等の警告を与える

べきだと考える次第である .

来年は，これらのことを含めて，同じ失敗を繰り返

さずにより盛況で有意義な ISFST が開催されること

を祈って本稿を終りたい.
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2 度目のISFST

山本恭裕

(奈良先端科学技術大学院大学)

1.はじめに

ISFST' 99 が， 10 月 27 日から 29 日までの 3 日間に

わたって，中国の 7 大古都の一つに数えられる江蘇省

南京市で開催されました.会議場および宿泊所となっ

たのは，南京古南都飯店 (Nanjing Grand Hotel) という

Four Stars のホテルで，参加費が高いのにも納得

( ? )の立派な建物でした.

私自身としては，昨年のISFST・ 98 (杭州)に続いて

2 度目の参加となりました.以下，昨年の会議との比

較も交えながら， ISFST' 99 について報告したいと思
います.

2. 上海経由で南京へ

関空から上海へと飛び，南京までのパスを待つ問上

海の街を少し歩きましたが，中華人民共和国建国

50周年の威力でしょうか， 1 年前と比較しでも高層

ビルの数が一層ふえていたように感じました.地面に

落ちているゴミは明らかに少なくなっていましたが，

少し空気が汚くなっているようでした.道路では公安

のクルマが多く走っているせいか，クルマも人も信号

を守っていました.去年は，信号機だけが空しく色を
変えていたのですが.一

昨年は，開催地となる杭州まで列車で行きました

が，今回は上海から南京まで40人くらいでパス移動

となりました.南京までのパスはナカナカなものでし

た.狭い座席で揺られること 4~5時間.南京のホテ

ルに到着したのは日付も変わろうかという時間帯でし

た.早くも会議参加者同士で思い出に残る体験を共有

することができました.

南京は，上海よりもさらに汚れた空気で，少し外を

歩くと目や喉に痛みを感じてしまいました.思ったよ

りも都会で，スーパーマーケットに売ってるものを見

ると，非常に西洋的なものが多くありました.去年の

杭州のスーパーでは，不思議な日本語の書いたものが

流行っているように思えたのですが，早くも廃れてし

ま った ようです.

3. 区eynote Speech および Invited Talk 

3.1. Keynote Speech 1 

Embedded Operating System and "Nu-Wa" Pr句ect

by Professor Xichang Zhong 

Hopen (hope と open とからの造語)という組み込み
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OS と，それを含めた中国におけるこれからの情報技

術産業，情報家電市場を視野に入れたプロジェクト

"Nu-Wa" についての講演でした "Nu-Wa"は中国神話

の女神の名前だそうで，プロジェクトの内容だけでな

くプ ロ ジェクト名に関しても，マイクロ ソフ ト

の "Yenus" プロジェクトに対抗しているようです.

講演の中に登場したトピックは非常に多岐にわた

り， PDA やネ ッ トワー クに関して，さ まざまな研究

が進められていること Hopen が非常に軽い OS で

あることなどが紹介されました . プロジェクトで対象

としている範囲が非常に広いという点でも，

"Yenus" プロジェクトを上回る勢いのようです.

講演全体を通して，これからの中国における情報産

業を米国(特にマイクロソフト)に支配されてはなら

ないという危機感とともに，組み込み OS という根幹

の技術をもとに， 21 世紀の情報産業での主導権を握

ろうとする野心のようなものが感じられました.

3.2. Keynote Speech 2 

百le Free Software Movement and the GNUlLinux 

Operating System 

by Richard Stallman 

この講演は，おそらく今回の会議の一番の目玉で

あったと(少なくとも個人的には)思われますが，直後

のセッションで自分の発表があったため，準備に追わ

れ残念ながら出席できませんでした(しかし，おなじ

講演を聴く機会が帰国後与えられたので後述しま

す). 

3.3. Invited Talk 

Developing the Network Economy of China Hard! 

by Professor Lu Xue Shi 

中国の情報産業，イ ンタ ー ネット普及，情報技術な

どについて，細かに数字を列挙し，その勢いと予想を

述べておられました.残念ながら，中国語での発表

で， Songmao Zhang さ んの通訳で英語となっていたの

で，実質的な講演時間は短いものとなってしまいまし

た.非常に嫌そうに通訳している Songmao さんを見な

がら，そんな態度でかの女は大丈夫なのか，と他人事

ながら少し心配になりましたが，最後は"百ank you 

for wasting your time" と締め括り，会場の一部で大受

けでした.

内容としては，講演の半分ほどの時間，表になった
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さまざまな数字が読み上げられましたあま lJ 仁‘もた " 聞が多いときには時間をオーバーすることもありまし
く さんの数字が出てきたため，注目すべき数字・数値 た . 去年多く見られた "No Show" も Technical PaDer 
がどれなのかが絞りきれませんでしたが， 日本では考 Session 全体で数人しかいなかったと思います. 寸一
えられないようなス ピードで，いろいろなモノの普及 ー ‘ ・ ー
が進み，かつ勢いを保つ t.:l まの挿加古f予相されてい ‘ また，前回は，論文を OHP シ ートにコピーしてそ

ー ロ 心 れを読む，といった発表をされた方が何人かいました
るということは非常によ く分かり ました.講演の後半
には，これからのインターネ ッ トエコノ ミ ー，ネ ッ ト

ワー ク エコ ノミーといったことが，国家 レベルの戦略

として述べられていたように思います.また，米国，
特に Wintel，マイクロソフトー さらには Bill Gates への
対抗心でいっ ぱいで，米国以外の国々で 「包囲網J の
ようなものを形成 したいのかなという 印象を受けまし
た.

しかし， Post-PC という捉 え方 そのも・ のが，

Wintel 連合の考えド沿った ものなような気がしまし

た.個人的意見ですが， Wintel 側こそが，これか ら
は Post-PC だと考えている ように思えてなりません.

Wintel への(ひいては米国への)対抗心から

Post-PC， の世界で競争しようとするよりは， PC の普

及，ウェプなどイ ンターネッ トの普及，といったもの

を過渡的なものとしτ捉えた方が面白いのではないか
と思います.

4. Technical Paper Session および Working Group 

Opening Ceremony のときの人の集ま勾具合から考

えると，今回の参加者は l∞人以上だ、ったでしょう
か. ー 通常セッション中はそこまでの人はいなかったの

かもしれませんが，各セッションとも発表 ・ 質疑応答
とも活発におこなわれたようです.昨年はたしか 2 ト
ラックだ司ったと記憶していますが，今回はセッション

全体を通して 3 トラックでした.

私が参加したセッションは

Tectmical Paper Session: 

トC: Visual Programming 

2-B: CSCW and Graphics 

3-C: User Interface 

4・A: Distributed Computing 

Working Group Session: 

4: Agent and Arti自cial Intelligence 

でした .

これらのセ ッシ ョ ンは，分類としては ー 「その他」と
いう印象がありましたが，各セ ッシ ョンとも'バラエ
ティに富んだ発表がお二なわれ，質疑応答も非常に活
発で，少々驚いて(? )しまいました.

昨年の会議ではp 発表の後の質疑応答が地味で"質
問やコメントがなかったり，あ.った としても一つこつ
といった程度でしたが，今回私が参加したセッション
では，いくつもの質問やコメントが出ていました . 質
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が，今回 はそのよ うな人はい ませ んでした.
PowerPoint を f吏つてのオンラインプレゼンテー シ ョ ン

が非常に多く見られました.前回と同じ方が参加され
aているわけではないので単純に比較はできませんが，
1 年間での変化の大告さが感じ られました.

，5. おわりに

南京大虐殺記念館の入口にかかったパネルに，次の
一文があり ましたー

"Past experience, if not forgotten , is the' guide to the 

future." 

6. 追記

、 中国からの帰国した翌 日， FSF & SEA 主催の「第
5回東京 GNU テク二カル‘セミナー」に参加し ， 南京
で聴き逃した Richard Siailman の講演を聴くことがで

さました.講演時間が 1 時間と短かったせいか，残念
なギらーかれめダンスは見られませんでしたが Free 

討伐ware 運動の動機や目的，また Free Software に

よ って世の中の人々が Cooperation することができ，

よりよい社会にな っ てい く，というかれのフィロソ
フイ ーがよくわかりました. 

. '.' 
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ISFST'99 in 南京に参加して

方学雰

(SRA) 

南京は，武漢および重慶とならんで，中国の「三大

溶鉱炉j といわれているところです(つまり，夏がそ

れだけ暑いということ) . 武漢出身の私にとっては，

まるで故郷に帰ったような親近感がありました.日本

にくる前に何回か，武漢から上海への楊子江の船旅で

通ったことはありますが，実際に南京の市内に入った

のは今度が初めてでした.

日本から南京へは，直行便の飛行機がないので，上

海経由ということになります.往きは，中国側でチャ

ーターしてくれたパスで高速道路を走って行きまし

た.ただ，日本からの参加者のフライトがぱらぱら

だったので，わたしたちは，昼過ぎに上海に着き，仕

事で前日から上海に泊まっていた岸田さんの部屋に預

けて，上海の目抜き通りである南京路をぶらぶら散歩

しました.

ひさしぶり(1988年の第 2回日中シンポジウム m 杭

州のとき以来)の私の目に映る上海は，ほんとうに驚

くほと￡変っていました.小さい頃に慣れた上海の風景

を，あらためてまた，この旅で実感できたような気が

します.文字通り，中国の経済・商業の中心としての

上海の発展は，とても印象的でした .

南京は，上海ほど経済的に発展してはいないようで

すが，中国の他のの大都市並みに高層ビルが林立して

います.今回は，シンポジウムの会場が泊まっている

のホテルの中に設けられていたこともあって，あまり

外に出る機械はありませんでしたが，幸い参加者の人

数が例年より多かったので，いろいろな固からきたい

ろいろな人と話をすることができました .

こうした参加者数の増加は， SEA のみなさんの継続

的な努力のおかげで， ISFSTの名前が中国そしてアジ

ア各国によく知られるようになったからだと思いま

す.

中国圏内からは，各地の大学や研究所からの研究者

や大学院生たちが会議に集まってきていました.中国

のソフトウェア界は，これまで実践的な技術より，む

しろ理論面を重視してきたような感じでしたが，最近

では，実用技術分野にも関心が移ってきているように

感じられました.国立大学といっても，国からの研究

費が限られていることもあって，コンピュータ科学科

の教授たちは，企業での兼職やプロジェクトの開発に

も力を入れているようです.

プロジェクトの遂行のため 半年くらいのあいだ大

-7-

学を離れて別の都市で開発を行うことなども，まれで

はないようです.大学院生も 実際のプロジェクト開

発を通していろいろなことを学んでいます.十数年前

と比べ，それぞれの大学に大きな変化が訪れてきてい

ます. そうした時代の動きに取り残された学科聞の合

併や大学問の合併も話題になっていました.社会全体

の改革に遅れないよう，大学の関係者たちもも必死で

す.国が決められた定員以外にも学生を募集し，授業

だけで精一杯になる先生たちが多いのも現実です.に

もかかわらず，先生方が会社の役員になったり，学生

が創業した会社の成功例などの話もいろいろ聞かされ

ました.

大きな成功を収めているソフトウェア会社「方正J

グループ(これは北京大学が作った会社です)もその

代表的な例だといえましょう.シンポジウムに参加し

た学生たちはみな活気にあふれでいて，なんだか興奮

を覚えました.インターネットが普及したお陰で，中

国と外部の世界とのあいだがとても近くなったという

感じがしました.こんなふうに感じたのは，今回が初

めてです.逆に ， 日本で暮らしている自分のほうが，

時代のスピードにいくらか乗り遅れているのではない

かという不安が，ちょっと心をよぎりました.これか

らの産業として， IT産業は，き っと近いう ちに中国

でも強大な業界に成長していくだろうと思います.

ところで，中国で最も古い IT週刊紙:計算機世界

(Computer WorId China) の 10 月 25 日号に岸田さんの

インタピュー記事が載っていました，タイトルはなん

と「日本軟件怪侠J (日本ソフトウェア界のヤク

ザ! )です.面白く読みました.



'JS.t;ST・99 ! ," . Seamail Vo1.12, No.4・5

思Richard Stallman と旅して

林香

(SRA) 

O. はじめに

Richrad Stallman 氏が南京で開催される ISFST'99 の

キ-0/ートスピーカーとして招待されたのですが，主

催の SEA だけでは旅費の捻出が苦しいとのことでし

た. 'そこで?その不足分をカバーするために，

SRA で講演会を企画しました.おかげで，かれと数

日行動を共にすることになりました.私の役目は，

Richrad の東京での講演会を問題な く開催し，その後

上海まで無事に送り届けることでした.かれとは初対

面です L，何人かの友人から" 変った行動をすると聞

いていましたので，覚悟はできていました.

結論をいえば，かれは変人ではなく，とても愛すべ

きアメリカ人でした.かれのエピソードを酒の肴に話

.L:ていたら，面白いので SEAMAILに何か書けとの

依頼が編集部からありましたので，上海発成田までの

帰"聞の飛行機の中でタイプしています.あえて，

Richardの奇行に近い点を取り上げて話しますので，

かれを変人と誤解される方がいるのではないかと危慎

しています.もし，この雑文を読んで，かれを変人と

思われる方がいたら，それは誤解です.私の文章表現

能力のなさゆえのことですので，どうか誤解しないで

ください.

， さて，これから，時間軸じ沿っ て，いかにもかれら

しいと思った点を書いていきます.かれと面識のある

方は， ["なんだそんなことか」と思われると思います

が初対面ゆえに強い印象を受けた私としては，ぜ

ひ，かれを知らない人に聞いてほしいエピソードで

す.

1.ネットワーク・コネクション

Richardの到着は 10月 23 日の土曜日でした.成田空

港での出迎えは， 10年来の友人ということで，引地

信之君にお願いしました.かれは， FSFs (Free Softｭ

ware Foundation) の設立当時， SRA からのボランテイ

ア要員として， 2年ほどボストンで働いていました.

MIT の AI Lab. の廊下で Richard と一緒に

Programming をしていた仲間の一人です.学生の勉強

のための SUN を早朝から占拠していたため，教授た

ちの怒りをかつてしまい SUN を撤去されたりした

経験を持っています.

Richard はあまりにもたくさんの人と会っているの

で，記憶に残っている日本人は，竹内郁雄さんや岸田

孝ーさんなど，ほんの数人しかいないそうだというの

で，ここは，念には念を入れて引地君に出迎えをお願
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いしました.出迎えのあと Richard をホテルに送り

届けて， SRAの田谷事務所で待ち合わせをし，次週

のの講演会の準備をする予定だったのですが，予定の

時間を大幅に過ぎても引地君が事務所に現れません.

不安に思っていると， 3時間遅れで，やってきまし

た.いったいどうしたのかと問い詰めると，ホテルに

到着直後，米国のかれのサイトに電話してログインし

ようとして，長距離電話をかけたのだか，どうしても

つながらず Richardが怒り出してしまって大変で

あった，なだめるのに一苦労したとの話.

かれは一日でもメイルを読まないと，活動に多大な

障害になるとのことで，何が何でもメイルを読みたい

と，引地君にホテルへの確認，交渉を依頼しました.

つながらなかった原因は，ホテルの交換機がすべての

接続可能なエリアの国コード エリアコードを登録し

ておく方式のものであり，つい最近， Richard のホー

ムサイトのある場所のエリアコードが変更されたこと

に追随していなかったためとのことでした.

Richard は非常にスマートな人間のようで，この原

因を事前に予想し，引地君にその点をホテルの人間に

確認するよう依頼していたそうです.そして，もしそ

の予想通りの原因だとすれば， fix されるのは月曜だ

ろうとも予言し，その通りの答えがホテルから返って

きました.これで， Richard は完全に切れて，もうこ

のホテルには泊まりたくない，どうしても泊まらなけ

ればならないのなら，かれのサイトにログインできる

手段を用意してくれということになり，引地君が四苦

八苦したそうです.

詳しくは書けませんが，とりあえず， Richard を納

得させる方法を提供し，逃げ出してきたのこと

お疲れさまでした!

このままでは，フラストレーションのため講演会に

支障が出る恐れがありますので，何か対策を立てねば

なりません.かれのアカウントをテンポラリに

SRA が提供するとい う手もありますが，週末ゆえ社

内の正式な手続きは踏めません.そこで思いついたの
が，私が持っていた PHS データカードです.

このカードを{吏うと ， 001 の PPP ポイントにアク

セスできる，しかも，その登録は Web でできるとい

う情報を提供してくれた友人がいたので，早速登録し

ました.試してみると，問題なく接続できます.これ

で大丈夫ということで，講演会の日の昼食時間に，利

用法を説明したところ，食事もそこそこに会場に戻



ISFST-99 

り，試していました.結果は OK. 子供のように喜ん

でいました.これで，どこでもメイルを読めるという

ことで，その後，なんども「これはよい」を連発して

いました.

かれは， TCAT でも成田でも PHS カードを使い続

け，中国から再度日本に戻るということで，いまだに

返してもらっていません. 11 月 1 日の FSF& SEA 共

催のかれの講演会の後には奪い返さねばと思っていま

す(最終的に米国に戻る朝，ホテルのフロントに預け

ておいてくれましたので 無事に手元に戻ってきまし

た.やれやれ! ). 

2. 講演会

かれの講演を聞くのは，私は初めてなので，大変印

象的でした . かれの話を何度も聞いている引地君にい

わせると，いつも通りの話であったようです.

Richard 自身も， rこの話は何度もしているので，寝

ていても話せる，実際昨夜は徹夜で本を読んでいたの

で， 寝てしまうかもしれない，寝たら起こしてね」な

どとお茶目なことをいっていました.

講演の内容は，別の機会に報告するとして，ここで

はかれのふるまいについてだけ書きます.

私は， Power Point を使って講演当日のタイム・ス

ケジュールをプロ ジェクションしていたのですが，

Richard は講演会場に入って くるなり， "1 don't need 

this . " といって，プロジェクタの電源をきってしまい

ました.かれにとって Windows+ PowerPoint が不

要なのか，プロジェクタが必要ないのか，どちらも必

要ないのかは，定かではありませんでした.

"1 need this to make a just 2 minutes opening talk . " と

いって無理やり電源を入れた私です.怒るかなと思っ

たのですが，返事は軽 く "OK" でした. しかし，私が

話し始めて 1 分で，かれは靴を脱ぎ，ダンスを踊り始

めました.とても，話を続けることができなくなり，

かれにパトンを渡した次第です.

昼食に出かけるときも，ダンスを踊っていましたの

で，なんというダンスなのかと尋ねたところ，ハンガ

リアン・ダンスのようなものだが，正式ではないとの

答えでした.講演の問も，通訳さんをからかうなどし

ての笑いを取りながら，結構のりのりでありました.

しかし，どうしても通訳さんが話をしているあいだの

聞が持たないらしく，例の長髪を目の前にかざして，

枝毛を見つけ，それを噛み切るという行為を続けてお

りました.このあたりがかれの「ふるまい」が変人だ

といわれる所以であろうと納得しました.また，有名

なかれのダンスも，退屈が講じるにつれて，頻繁にで

ておりました.

講演の最後には，聖戦者のような上っ張りを持ち出
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して身にまとい，頭には昔のハード・ディスクを後北

のように被って，説教を ジ ョークしました. r迷える

子羊たちよ， GNU 教団の emacs 教会に入信しなさ

い，さすれば救われます vi を使うと ， 多少の心の

痛みが伴うだろうけど，許されます.結婚もできま

すJ といった次第です.

講演終了後は，通訳の女性にひざまずいて，その労

をねぎらい，縦笛を吹いて感謝の意を表しました.さ

て，講演の内容は別の機会にといいましたが，今後の

話の流れに関係することがありますので，少しだけ，

内容に触れます.

なぜ FSF をスタートしたか， GNU と名づけた理

由，資金調達について ， Copyleft , GPL について，

この 10年間の経緯， GnulLlinux について，今後のプ

ランなどを話したのですが，私にとって非常に印象に

残ったのは，以下のようなかれのメ ッ セージでした:

私は，人々を幸せにする活動をしたい， 私は

Programming が得意なので，それで人々の幸せに

貢献したい.

- FSF の活動が経済的に成り立たないという意見

をよく聞くが，私は非常にチープ(実際にcheap と

いう単語を使います)に生きていけるから，この

活動を続けることができる.

-Free Software の Free の意味は無償ではな く， 自

由である Software を動かす自由，配付する自

由，改変する自由，改変・再配布してコミュニ

ティに貢献する自由である.

3. 電源ーホテルから成田へ

中国へ Richard を送り届けるため，講演会の翌朝

9 時に，ホテルのロビーで待ち合わせて一緒に

TCAT へ行くことにました.ホテルのロピーで 9時

5分まで待ってもかれは現れません. 部屋に電話をす

ると "1 am sending emails." とのこと，私の答え

は "OK， 1 am wating at the lobby." . rこういうことも

あろうかと，時間に余裕を持っていたのだよ，はつ

はつは」という気分でした .

9時 30分にチェ ックアウ トしてタ クシーに乗り込ん

だとたん，

"Don't you think we have too much time for the flight at 

the Narita airpot?" 

"Yes, but it is for just in case. You have a lot of time for 

mailing at the airport." 

"OK." (非常に軽く)

どうも，かれはいつもメイルをチェックしていないと

心の安定が得られないようです.逆にメイルさえ確認

できていれば，ご機嫌です. 引地君によれば，かれは

いつも旅行をしているので，あらゆる相談，確認，指
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示をメイルで行っており，それで完全にうま く 物事を

管理できていると確信しているとのことです.

SEA 事務局長の岸田さんにいわせれば， rそんなの

は単なる幻想」だそうですが

TCAT までは順調でした. TCAT について China

Eastem Airline にチェ ック インしようとしたのです

カえ lAL のチェックイン ・カウ ンタ ーを間{昔りじ て

いるために， )0時 30分からでないとチェ ッ クインで

きないとのことで Ri.chard はちょっとご機嫌ななめ

です .. 40分ほど待たねばな らないので， 2 階 lこ移動

し，椅子に座っていると，早速電源を捜し始め，掃除

機用の電源を見つけると，床に座り込んで mailing を

始めました. ， 僕が貸している PHS データカードはき

ちんと電波をキャ ッ チできているようです.よかっ

た，よかった.

そばによって見ると， Toshiba 製の分厚い Note

PC を広げ，そのキーボードの上に Happy Hacking 

KeybQard を重ねて，タイプしています.なぜかときく

と， Note PC のキーボードで腿鞘炎になって以来，

Happy Hacking Keyboard を持ち歩いているとのこと.

Note PC も Happy Hacking Keyboard も寄付されたもの

だそうです PC にインストールしてるのは

GNU/Linux だけ， X-window も必要ないそうです.た

しかにチープに生きているなと感心した次第です.

Note PC は一年前に貰ったというにしては妙に分厚

く ，古臭く見えるものでした.最近はバ ッ テリーの調

子が悪いので，いつも電源を捜しているのだそうで

す.最新の Note PC を買って寄付し ょうかし G.，と

思わず考えてしまいました. SEA の有志でお金を出

し合って，寄付しませんか?少なくともLinux を

使っている人には賛同してもらえると思うのです

が

それにしても，いわゆる，本物のプログラマという

かハ ッ カーと呼ばれる人たちは，なぜか Happy Hackｭ

ing Keyboard が好きですね.わたしの周囲では，青木

淳さんも Happy Hacking Keyboard 派です.どこがよ

いのかときくと，実際に使って Programming- してみ

れば分かるとのつれない返事.マネージャめ孤独感を

味わいました.

成田では，昼飯に寿司を食べ・，大変ご機嫌でじた.

食べ物には非常な執着を示します.昼飯に何を食べる

かを尋ねると，すぐに長考をはじめます.わくらが嫌

いだそうで，何かと交換してくれというので OK し

たら，何をトレードするかでまたまた長考.子供のよ

うで憎めないところが救いです.

， 名刺交換のときのかれのせりふは r僕は，ピジネ

スをしていないので，ピジネスカードは持っていな

い.これはプレヅャーカード (pleasure card) ですj と
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うものh そこじは，かれが愛しているものとして，

sharing good books; good food ,exotic music ，dance列挙さ

れています.酒は飲みません.美味しいものを食べる

のが，唯一の賛沢のようです.単にチープに生きてい

るだけでなく，シンフペルでもあるなと感心しましまし

た.

遠自にみると，怪しいヒッピーのようにしかみえ ま

せんが， 近 く によってよ く 見ると，非常にきれいな目

をしています.あの目で，人々の幸せを語るところが

魅力なのでじよう.

4. 上海ー熱烈歓迎

成田では何事もなく，飛行機に乗りこめました.上

海から ISFST99 の開催地である南京までは，高速道

路をバスで行きます.バスの出発時間まで，一時間ほ

ど時間の余裕があったので， SEA事務局長の岸田さ

んが Computer World:M瀏azine China のイ ンタ;ビュー

を設定し， 、 Richard ， も OK していました.

Richard は，上海空港で入国 VISA を取得する手筈

で，必要書類，写真、などを持ってきています.空港

の VfSA 発行官も昔とは違って，日本のお役所程度の

手際と愛想の悪きになりましたので， .' Richard が少し

くらいやんちゃを しても大丈夫であろうと， 引地君も

僕もあまり心配はしていませんでした . 係官がのろの

ろと処理をしているのを見ると Ricahrct は早速，係

官のテーブルを使って，両手叩きの Drumming を開始

し，係官を威圧します係官はちょ っ とむっとして，

何もいわず，たれの目を見据えて Drumming をしてい

る手の上に自分の手をかざして， Drumming を停止す

るよう，無言の要求をします.一瞬の緊張の後，

Richard は Drumming を Dance に切り替えました.こ

れには，係官も何もいいません.のろのろと処理が進

み，イ可とか VISA が発行され，手数料を支払うことに

なりました.

係官:費用は 80 ドル.

Richard: 80 と 0 ドル?

係官:そう.

Richard: では 80 と 0 ドル.

といって 70 ドル札 4枚と，コピーで作ったと思しき

0 ドル紙幣を渡しました.

係官 (ギヨ フ とし ， 目をむいてこの 0 ドル紙

幣はどういう意味か?モ

Richard .; 

また 6 や，緊張の一瞬.引地君が聞に入り， r何で

もない，何でもない，単なる元談ですJ を連発して，

モの場を切りぬけました.

やっとの思いで，入国審査を終えて，空港ロビーに

出ると，とたんに ， 10数人の中国大がフラ ッシえの
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嵐.なにやら本格的なビデオを持った人や. "Welｭ

come RMS!" と書いた紙がはためいています . どうや

ら，取材人が出迎えているようです Richard はその

10数人に取り固まれて，近くのレストランへ.付添

いのわれわれ 2 人は Richard の荷物持ちと化して，

ヨタヨタとついていきます.イ ンタ ビューの問，われ

われはラ ー メンと焼きそばを食べながら待っていたの

ですが，いきなり 1 人の中国人が側に座り，興奮気

味に r Li nux ピジネスの会社を上海で経営してい

る」と自己紹介. その後，やはり興奮気味に「ご存知

ないかも知れないが Mr. Stallman は中国のある種の

技術者の問では，神様のような存在です」と語って

戻ってい きました.僕と引地君は苦笑いです.

5. Live Cheap 

約 1 時間にわたるインタビュ ーが終了し，パスも到

着したのことで，早速乗り込み，南京へ向かいまし

た.高速道路を突っ走って 4-5時間の道のりで

す.最近の中国の道路網の発達は目を見張るものがあ

ります.パスの中で，引地君に Richard の話を聞きま

した.

いろいろな話の中で印象に残っているのは，かれ

が MIT AI Lab のある教授が所管する一室を与えられ

て，なんとそこに寝泊りしているということです.以

前は，寝袋で寝ていたのだそうですが，最近はソファ

ーが入ってその上で寝ているのでずいぶんと住環境が

よ くなっ たとか.自分の家は持っ ていないのだそうで

す .

引地君の話では. Richard は年間 100万円程度の生

活費で暮らしているとのこと. FSF への寄付はすべ

て他のメ ンバーのために使っ ており，自分は別の収入

の手段を持っていて ， その範囲で質素に暮らしている

のだそうです . rほんとうにチープに生きているのだ

なJ と感心しました.

FSF はいつも資金繰りで苦労しているそうです. 一

時的に高額な寄付をするよりも，継続的に毎年一定の

額を，たとえ小額でも寄付する方が歓迎されているよ

うです.年度計画を立てるさいに，毎年，寄付の見込

が立たないので，誰かを解雇しなければならないとい

う危機に陥っているのだそうです.継続的な寄付の見

込が立てば，開発計画をもっとスムーズに立てること

ができるのに残念だと Richard もこぼしているようで

す . SEA で寄付を募ってみょうかなどと考えている

と，中間地点あたりのサーピスエリアにパスが入って

いきました.

「南京でレス トラ ンの予約をしているので，夕食は

遅くなるけど南京で取ります.ここでは，休息とス

ナックでも食べてくださいJ とのアナウンス . 高速パ

スはすし詰め状態ですので，みなさん新鮮な空気を求
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めて，よろよろとパスの外に出て，小さな売店に吸い

込まれていきます.

日本では見たこともないスナ ック菓子などが陳列さ

れています. 何があるのかと眺めていると，背後か

ら Richard が「あの Prawn Cookie は，俺がシンガポ

ー Jレで食べたものと同じだろうか ?J と質問してきま

す Prawn Cookie ?と思いながら . rシンガポール

には行っ たことがないので知 らない」と答えると，ど

こかへ消えていきました.ピスタチオとウーロン茶を

買っていると. rあの prawn cookie を一袋買ってくれ

ないか ?J と，また，背後から Richard . rいいよ J

と答えて，かれが指差す先を見ると，そこには「かっ

ぱえびせん」のような袋があります. rこれかリと

思いながら，買ってあげました . 飲物も欲しいとのこ

とで，ちょうどウーロ ン茶を買っていた岸田事務局長

が I 本余分に買ってあげました . Richard はとてもう

れしそうに， Prawn Cookie を食べながら，ウーロン

茶を飲んでいます. rううむ，たしかにチープに生き

ている人なのだ! J と，心の底から納得してしまいま

した .

6. 最後に

ISFST が終った後， Richard は再度日本に立ち寄

り，青山学院大学で， FSF 主催， SEA 後援のセミナ

ーを行ったのですが，そのさい，階段で転んで Note

配を壊してしまいました.一時間たりともメイルを

チェ ック しないではいられない人なので，大騒ぎで

す.青学の学生さんの努力で，何とか修理したようで

すが，もうだめかも知れないので，新しいマシンを買

う必要があるかも，という話をしていたとき，新しい

マシンはできれば軽くて 薄いものがよいといってま

した.

FSF への寄付金は，できるだけ開発人件費にまわし

たいらしく，自分のマシ ンは現物支給されたものを大

事に使っているようです . Richard に，早くて軽くて

薄い Note PC の最新機種を贈呈し続けるなんでいう

粋なメーカーさんはでてこないのでしょうか?

GNU/Linux がそのマシンで動くということの立派な

証明になりますよ PFU さん Happy Hacking 

Keyboad を贈呈しませんか?かれは GNUτ二shirts に

サインして返すときに必ず， "Happy Hack.ing ! ..と叫

んでいるのですが，…・・
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是往 Gau/ Lin皿操作系徒上菌感加庇用程序的肘侯.反

対自由軟件的意見中有郊分来自子主主祥一神霞没2 如果

末允汗莱小公司凌~ヂ其軟件戸品的用戸之上. 我れu

不鎖倒ãJëT用的軟件，或者永遠不会有完成送糊僻

符別的任1.r1fi需的教件。法ノト煩没-I!r盟得頗有道理.

但是自由欽件返劫表明.我t下I以創造出足移多的有用

軟件，而元須加以神科~Il制.

氾司r: Jl.~主.oti" Gnu/ Li.，出品範的骨造肴洗え片手

+人用片品官官ヌ匹以送局.局且侠少.åM.tt件. 4見骨量え

:l./U.;r.本屯騎よ委書l.J.狩..本的 Gnul Linux. .j�. T 3. 

J 吋周..js都失敗1. 1! 了解由市教件~守岡崎定....~

~喝?昂タト.台来宇圃約4t:仲4l-司~.入歯樹4t:仲a品会

(路F). 官官会..何洞益?

R財閥司StaBm剖g 自由軟件益金会不役会員制，也

没必要成虫色什念会員.重要約是体能否舗制出自由軟件

或会方自由軟件倣明E些司1. -"ト軟件是不是自由軟件.

栄鍵是者体附加在欽件上的i午可iiE条款.的t可以宣布保

司書勾了 GNU叶tJ.支持自由軟件基金会.我Ul思意者到

。r; ì東3司法一点 . 不泣我末以方法主主公司君需要倣什1.孜

有名通事

変.大多数情況下.他れ工作方式没有改変.;;jÇ泣亀子郵

件受得弄常重要. 事責釘以.早汗姶lt使用了屯子邸件.

GNUf十知j是小国際性的i十~.~史的美心的不是地区性的

向題.也不事十対茶↑具体的国家，事m惣倣的是ヌオ所有宮

家有益的事，在 GNU欽件対中国有用的肘鍵，英実対美

園和実他思案都有利. 我釘不iA均我約~中国巳隻倣了

作1.，好象也没~現 GNU 系統星約什1..自由軟件是M.

中園出来的. 中国近来富裕了汗多，但在没主主程度上逐

有待望E高. f定的能使之受益的使用屯脳的人和程序良ì3S

是不移.~電灯争十対的不只是軟件公司.逐包括ノト人一ーノト

人可以通近取得公司同事、知居或其他人的情助，愉快地

工作以対自由軟件倣出費献.
包者:flJ人4主捉測体的吋伎常常提対応 llt . .l.((. 

体有a有考慮it崎仙骨t些応技?

円刷国Z司 S凶納町1: 'f更井不想滋我比他更E畳，包事足型

対子逮ノト世界爽倣約比他多，其実近主主年来他甚至没草E

裳決着迭事事去倣.他知道知何注人的愉快.但他i式園通

泣錬鐙人的以得到他制約後.希望得到、得到、再得到.

他得3自|多少銭我井不美心.表要指出的只是他如何得到

法主主銭的.

包唱t: 白書.tt仲的安全祉問是体え骨付理解的?*

不合有人.lliti章旗揚代局，U:... 島由.tt件的安全渇洞?

R同祖国 S凶加1111 : 係疑自由軟件的安全:t:没有様鋸

的.当自由欽件被:t現出現問題后，主t会有人快速地加

以弥キト，如果軟件末是自由的.没入総限践活t現迭些問

題.自由軟件保有;jJ.法後査其安全性，而体t量亦法看出

微欽倣了什1...或i1fi量暢助了 ClA都没入会知道.通泣

但没来輿j断安全性是没有意見L的，事実t正明了自由軟件

的安全性.

記者 :S附e Levy~他的著作(，1事}中才巴伶称3骨量后

-i主...~的X客，体同意他的肴倉喝?

R同圃rdS凶m田=爽不iA~我是所i胃的最后一位真

正的黒客. 'If霊E有lR多人画E汗逮支臥伍.但在我之后.出

現Tìlf~午多多Ä定的黒客。戎想他約是ー些特別的人，

彼漕辻他的政葬他伺堅持的京西.我f民高~看到我れ主主

〆卜群体抱一史好的f寺!!é保留下来a ー
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